
万葉集の漢文作品にみえる「忽」字をめぐって

遊仙窟が伝来以来，万葉集，風土記をはじ

め，和漢朗詠集，唐物語，宝物語，源平盛衰

記，八犬伝，果ては明治の政治小説である東

海散士の佳人之奇遇に至るまで長期にわたっ

て日本文学に影鮮を与えて来たことは，実に

驚くべきことである。この小説は全文8469字

（創元文庫遊仙窟の解説による）からなる唐

・代の俗文小説にすぎないのであるが，今，わ

たしはここに万葉集の漢文作品，主として題

詞左注に見える「忽」字の用字は，その影響

によるものであることを指摘し，あわせて題

詞左注の作者についても推測をくだしてみた

い。遊仙窟の文,体が万葉集に影響を与えてい

ることについては，古くは僧契沖にごく近く

は大阪市立大学の小島憲之博士によって指摘

されているところであるが，先学の戦尾に付

していささか指滴して，大方の御示教を迎ぎ

たい。
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漢文訓読において，「忽」字は，「たちま

ち(に)」とよみならわされているが，「たま

たま」ないしは，「磯くりなく（も）」とよ

む方がよいと‘思われる場合がある。中唐の白

居易の長恨歌の中に見える

忽聞海上有仙山

の場合において，「忽」字は，「たちまち」

とよみならわされており，そうよむことに一

般は疑問を持ってはいないようであるが，わ

たしは，これなどはどうしても「たまたま」

安部成得

ないしは「ゆくりなく（も）」とよまなけれ

ばならないという考えを久しい以前から抱い

ているものである。いわゆる普通文語におい

て「たちまち､」という語は，「非常に短い時

間のうちに」とか「急に」とかいう意味に用

いられているものである。右の白詩の場合の

「忽」は，いうまでもなく，そのすぐ下の語

「聞」にかかる語であって，「偶然に（これ

これのことを）聞いた」というように取意す

べきことばであると‘思う。また，東晋の淵明

の桃花源記における

忽逢桃花林

の場合においても，「忽」は「たちまち(に)」

とよみならわされているが，これも「たまた

ま」ないしは「ゆくりなく（も）」とよみ，

「偶然に桃花の林にでっかした」の意に解す

るのがよいと’思う。
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万葉集の漢文作品は，題詞左注がその主た

るものであるが，そのほか漢詩や歌の序や書

状などが存する。今，それらの中に見える

「忽」字の用例を拾ってみよう。

①天皇，御臆苛日猶存之物，当時忽起，感愛

之情（巻1．8の左注）

②准以天平年乙亥，忽沈運病，既趣泉界

（巻3.460,461の左注）

③雪大伴卿，忽生猶脚，疾苦枕席

（巻4．567の左注）

④忽成|偏漢之恋（5．巻旅人瞥状）
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⑤忽値釣魚女子等･也

（巻5．853の遊於松浦河序）

⑥其日忽天陰雨雷電

（巻6．949の左注）

⑦佐婆海中，忽遭逆風溌浪漂流

（巻15．36“-365Tの題詞）

③雪連宅満忽遇鬼病死去之時作歌

（巻15.3688の題詞）

⑨登丘遠望,葱値寛炎之九箇女子也

（巻16.3791-3793の題詞）

⑩未経幾時，忽為駅作被遣遠境

（巻16.3803,3804の題詞）

、沈臥病捧，痩議日異，忽臨泉路

（巻16.3811-3813の左注）

⑫登時葱天暗冥，暴風交雨

（巻16.3860-3869の左注）

⑬是日也，白雪忽降，職地尺余

（巻17.3960,3961の左注）

⑭忽沈任病，殆臨泉路

（巻17.3965の題詞）

⑮忽沈性病，累旬痛苦

（巻17.3965の題詞）

⑯忽辱芳音，翰苑凌雲

（巻17．池主譜状）

⑰忽課短筆，柳勅四韻云傘

（巻17.詩序）

⑬三月廿日，夜裏忽号起恋柵謄住

（巻17.3982の左注）

⑲忽見入京述懐作

（巻17.4008,4009の題詞）

⑳兼以隣近忽増恋緒

（巻18.池主書状）

⑳六月朔日，忽見雨雲之気

（巻19.4122,4123の題詞）

＠千時葱起風雨，不得辞去作歌一首

（巻18.4138の題詞）

一

⑳忽辱,恩賜，驚欣巳深

(巻18.池主護状）

⑳因此廿三日之幕，忽思溌公鳥暁喧声作歌二

首（巻19.4171,4172の題詞）

⑳小雷起鳴，雪落覆庭，忽懐感選卿作短歌一

首（巻20.4471の題詞）

右の例の中で，「忽」を「たちまち(に)」

とよんでよいと思われるものは，①④⑥⑫⑬

⑰⑳の例位ではなかろうか。

（「忽」字の訓義については日本古典文学

大系万葉集の標注に教えられるところが多

し､。参照されたい。）

次に遊仙窟に見える「忽」の用例を拾って

みよう。

①須爽之間，忽至松柏縦，桃花澗

②須災之間，忽聞内製調縦之声

③忽見十娘半面

④忽遇神仙不勝迷乱

⑤今朝忽見渠姿首

⑥夢中疑是実，覚後忽非真

⑦憐腸忽欲断

③忽闘深,恩一生有杏

⑨十娘忽詠日

⑩忽逢両個神仙

⑪十娘忽見柵頭鋪子因詠日

⑫当時樹上忽有一李子，落下官懐中

⑬干時忽有一蜂子

⑭其I群圃中忽有一雄

⑮忽遇狂風蓮中失砿

（10未尽歓，忽嵯別離

⑰墜兜忽異林

⑬忽把十娘手子而別

右の例の中で，「忽」を「たちまち(に)」

よとんでよいと思われるものは，⑥⑦⑨⑯⑰

⑱の例位なものにすぎない。他はみな「たま

たま」ないし「ゆくりなく（も）」とよむべ

きものである。こうしみるときの万葉集の漢
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文作品に見える「忽」字の用法は，遊仙窟を

学んだものと,思われる。

こころみに万葉集に影響を与えている漢籍

の他の一つである文選からから「忽」の用例

を拾ってその用法を検討･してみよう。
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右の例の中で，「忽」，ことごとく「たち

まち（に）」とよんでよく，「たまたま」な

いしは「ゆくりなく（も）」とよむべきもの

はつもないといってよい。漢文の正統派とみ

られる文選においてこうであったから，「忽」

は「たちまち（に）」訓読することに固定し

てしまったとも‘思われる。

|聖

前述のごとく遊仙窟の「忽」字の用法を学

んだ万葉集の題詞左注は，いったい誰によっ

て書かれたものであろうか。これはなかなか

むずかしい問題であるが，万葉集の成立過程

の上から，今後ぜひ究明されなければならな

い重要な問題であると,思われる。そうしたむ

ずかしいまた重要な問題を解くつのかぎとし

て，「忽」字の用法の問題をもち出すことは

危'倹なことであろうか。

ここにすこしく題詞左注の性格について考

えてみよう。題詞は，歌のはじめに加えられ

た簡潔な文で，それは漢文で書かれているこ

とはいうまでない。それがいつだれによって

書かれたものかについては，次のような場合

が考えられる。
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①歌が作られると同時に書かれてあった

もの

②はじめはなかったが，その巻の筆録者

によって加えられたもの

③その巻の編者によって加えられたもの

④万葉集の総括的編者と思われる大伴家

持によって加えられたもの

左注は，歌の左側にその歌を選んだわけや

出典などを説明したもので，もちろん漢文で

書かれており,題詞よりも長文のものが多い。

それがいつだれによって書かれたものかにつ

いては，次のような場合が考えられる。

①その巻の編者によって加えられたもの

②その巻の筆録者によって加えられたも

の

③その巻が資料とした古歌集，或本歌な

どにあったもの

④歌の作者が加えたもの

⑤万葉集の総括的編者と思われる大伴家

持によって加えられたもの

（以上の記述は久松博士「万葉人の文芸

観」国学院雑誌58巻6号に負う）

さて万葉集の17巻以上4巻は，大‘伴家持の

作歌ノートとみられる性質のものであって，

その題詞左注の作者は，家持とみなしてさし

つかえないと』思われる。今，こころみに万葉

集の漢文作品中に見える「忽」字の用例の頻

度をその巻々について整理してみると次のよ

うになる。
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これをみると，巻17以下巻中の題詞左注に

「忽」字を使用すること9回に及び，詩序の

それを合わせると10回にも及んでいる。この

ことは，「忽」字の使用は家持の好みによる

ものであることを想像させるに充分である。

ここに参考のために，小島窓之博士のことば

を引用しよう。

「巻十六の詞書(左注,題詞などを含めて）

は，遊仙窟語にみちている。もし同じ書の

ことばを同じ巻にしかも同一人が用いると

言った方式が認められるとするならば十六

巻の左注者（詞審を響いた者）は同一人と

いうことができる。旅人以来，大伴家相伝

の遊仙窟の本があったと認められ（る）以

上，左注者を家持に擬しても大した誤はな

かろう。家持の遊仙利用の跡は巻をはじめ

その家集的性格を帯びた巻以下の諸巻のあち

こちにみられるところ．…．．……」

（遊仙窟の影「万葉」29号）

このように小島･博士は，巻16の題詞左注の

作者を家持とみておられる。おそらく博士は

巻16の編者を家持とみておられる相違ないが

わたしはこの巻16に｢忽｣字の用例が4例も見

だされることに注意を払いたい｡巻15には｢忽

」字を用いたもの，題詞に2例がみえるが,こ

の題詞は,2つともこの巻15の編者である家持

の手によって加えられものなのであろうか。

巻15の編者を家持とみる人に森本治吉博士が

あるo(日本文学史上代旧版312ページ）

巻6の編者が家持であることは定説である

が，「忽｣字の用例が左注に1例だけであるけ

れどもみられることは，この巻の左注者が編

者である家持であることを物語るものであろ

うか。巻5には，「忽｣字を用いたものが2例あ

巻1の左注に

巻3の左注に

巻4の左注に

巻5の書状に

巻5の序に

巻6の左注に

巻15の題詞に

巻16の題詞に

巻16の左注に

巻17の左注に

巻17の題詞に

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
３
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る。一つは旅人の書状（沢博博士「万葉集注

釈巻第565ページ参照）とみられる文中にあ

る。今一つもまた旅人の作(沢淳博士｢万葉集

注釈巻第5177-182ページ参照）とみられる

「遊於松浦河序」にみえる。「忽」字の用法

につし､ては，旅人も文選からではなく，遊仙

窟に学んだと‘思われる。巻4，巻3の編者は

家持であるとするのが定説であるが，それぞ

れの左注に｢忽｣字の用例が1例づつみえるの

で，このつの巻の左注者を編者である家持と

考えられないであろうか。巻1の左注に｢忽」

字を用いたものがみえるが，家持の手になる

ものと考えられないであろうか。巻1，巻2

は勅撰説があるほどであって，家持の編纂に

なるものとは認められないけれども，万葉集

の総括的編者として家持が左注を加えたとみ

ることはどんなものであろうか。以上はほん

とうに冒険的，しかも推測的判断によって

｢忽」字を用いた題詞左注の作者を巻5の場合

をのぞいてことごとく家持に擬したものであ

るが，これはわたしが万葉集の総括的編者で

ある家持の所業にふさわしいと考えているた

めである。全文がたいへん粗雑な発言になっ

てしまったが舌足らずの部分については後日

をまって補足したい。
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